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第11表　応じ技・小手すり上げ小手打撃の移動変化過程の傾向。
　　　　　　　「小手すり上げ小手打撃」
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〔IV〕　測定結果に対する考察
「基本技」
一正面打撃一（第1表参照）
　竹刀振り上げから竹刀最高位迄は一度わずか後倒してから次第に前倒する傾
向を示し竹刀最高後では前倒から一旦後倒し，打撃終了時には元の起りの姿勢
に近づいている。
　これ等の事は上肢の振り上げ，振り下ろしの運動と前進運動に伴う現象であ
り主に上肢の振り上げで前倒し，振り下ろしで後倒するのは，無意識に無理の
ない，より正しい打撃をする為の一種の反作用による合理的動作の現れであろ
う。頸の前後屈は上体の作用とは逆に振り下ろしで顎がしまる有効な頸反射が
見られる。
一小手打撃一（第2表参照）
　竹刀振り上げの過程に於いては，竹刀振り上げと共に一度後倒してから次第
に前倒し，竹刀最高位では，最も前倒しており，最高後は前倒からわずかつつ
後倒しつつ打撃終了時ではわずかに後倒して打撃している。
　これ等の傾向は，正面打撃運動の変化でも見られた事で，即ち竹刀の振り上
げで最も前倒し，振り下ろし（打撃瞬時）でわずかに後倒しているのは，無理
のない正しい打撃をする為の反作用の一種による合理的動作の現れで，相手を
正しくとらえ速かに打撃している運動変化であろう。
一胴打撃一（第3表参照）
竹刀振り上げの過程に於いて，前，後倒の動揺がわずか現われており，打撃終
了時に於いては，上体がわずかに屈曲されて打撃しているので，右小手打撃の
時とは異なり体が下がる傾向を示している。
　又，竹刀最高位後，左・右の大きな動揺が見られ，両手の打撃方向に対して
反作用が見られ幾分左側に傾く。然し，竹刀最高前後では，最高前の方が動揺
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が小さい様である。
　これは竹刀最高から振り下ろす過程で上下より右に打撃力が強く働く結果で
あろう。
一突一（第4表参照）
　竹刀振り上げの過程から打撃終了直前迄，上体の前，後倒の動揺が少ない
が，打撃終了時に於いて，左・右の動揺が見られるのは，片手突の技であるの
で打撃方向に対し，正しく速く運動する為の一種の協調瞬発力の現れであろ
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　又，頸の前後屈過程で上体の作用とは逆に打撃終了時に顎がしまる有効な頸
反射が見られる。
「仕掛け技」
一払面打撃一（第5表参照）
　竹刀振り上げから相手の竹刀を払う迄は一度わずかに後倒してから次第は大
きく前倒する傾向を示し，竹刀を払った後の過程では前倒から又，一旦後倒し
打撃終了時には元の起りの姿勢に近づいている。即ち無理のない，より正しい
打撃をする為の一種の反作用による合理的動作の現れであろう。
　又，頸の前後屈は，相手の竹刀を払う過程と振り下ろしの過程で上体の作用
とは逆に顎がしまる有効な頸反射が見られる。わずかに相手の竹刀を払う過程
に於いて左・右の回転が見られる他は一連の運動傾向を示している。特に，上
体に於いて上下動が少ない。
一払小手打撃一（第6表参照）
　竹刀振り上げの過程に於いては，直前にわずかに前倒し，竹刀振り上げと共
に一度後倒してから次第に前倒しつつ相手の竹刀を払い，後は前倒からわずか
つつ後倒しつつ・打撃終了時ではわずかに後倒して打撃している。全過程を通
じては，払面打撃と同様に上体の上下・前後の動揺も少なく，払って打撃する
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迄安定して打撃している。
　即ち，相手の竹刀を払う事によってより安定した運動移動を行う為と見られ
る。
一払突一（第7表参照）
　竹刀振り上げの過程に於いて上体をわずかに後倒させ次第に前倒しつつ相手
の竹刀を払い，払った後もわずかに前倒した状態であるが打突瞬時には幾分後
倒して打突しているが全般的には上体の動揺も少なく，敏速で安定した運動移
動を行っているのは，打突方向に対し，正しく速く運動する為の一種の協調瞬
発力の現れであろう。
　又，頸の前後屈過程で上体の作用とは逆に打撃終了時に顎がしまる有効な一
種の頸反射が見られる。
「応じ技」
一面すり上げ面打撃一（第8表参照）
　相手の竹刀をすり上げる過程で上体を幾分，前倒させると同時に肩，腰をわ
ずかに回転させるという運動傾向が見られるが竹刀すり上げ後から打撃終了時
迄の過程は上体の上下，前後の動揺が少なく，力の方向に対して全体の協調作
用によって有効に打撃しているのが見られる。
一面すり上げ胴打撃一（第9表参照）
　相手の竹刀をすり上げる過程に於いて，上体の前・後倒の動揺が現われてお
り，竹刀をすり上げてから竹刀を振り下ろし，打撃終了迄は動揺は非常に少な
いが，打撃瞬時に於いては上体が屈曲されて打撃している。
即ち，相手の右胴を打つ逆の方向に上体が傾いてゆくという両手の力が右方向
に働くことに対する上体の有効な体捌きが見られる。
一面応じ返し胴打撃一（第10表参照）
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　相手の竹刀振りかぶりに対して，上体を幾分前倒させ，竹刀を中段の構えか
らわずかに下げて観察し，上体を徐々に前倒させつつ，大きく竹刀を前上方に
上げて，十分な距離をとって相手の竹刀を応じるがこの時は上体が前倒すると
ともに，右に傾き，打撃終了時に於いては，幾分後倒しながら，更に右に傾け
て返し胴打撃の体捌きと力の方向に対する銘調作用によって打撃をより有効に
している。
　又，自分は相手の打撃してくる竹刀を応じ返しながら，右足を大きく右に移
動させて体を捌き，幾分相手に対して回転しながら打撃している。
一小手すり上げ小手打撃一（第11表参照）
　竹刀のすり上げ過程に於いては，竹刀振り上げとともに，一度後倒してから
次第に前倒しつつ相手の竹刀をすり上げて，その後の過程は前倒からわずかに
後倒しつつ打撃している。
　竹刀のすり上げから振り下ろす過程に於いて身体全体として，特に腰を中心
にして並進方向に運動している。即ち相手との関係に於いて次の動作に直ちに
移り得る体勢であり，上肢による竹刀操作も自由にできる状態である。
　又，下肢による足捌きの結果，腰の向きが決められる回転作用が行われてい
るのが見られる。
〔w〕　「総　　括」
　剣道の基本動作，応用動作の内，その主なものをとり上げて16mmフィル
ムにより分析検討を加えた結果，次の事が考察された。
　剣道の打撃動作では，打突部位と打撃する力の方向により，身体の打突形態
が分類される様である。即ち．相手に対し打撃する前の竹刀操作で殆んどコン
トロールされ，それは運動形態までも左右せず打突そのものの力の方向により
決められる事が理解された。
〔1〕面・小手・突の打突運動……基本動作・応用動作でも打突部位が面・小
　　手・突の場合は並進運動が主である。
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〔皿〕　胴打撃運動……胴打撃動作の場合は，打撃方向が右下方に力が働くの
　　で，並進から回転に変化するのが見られた
　一般に，我々の動作や運動には，それの目的に合っだ無駄の少ない有効適切
な運動形式が望まれている。まして，全てが勝敗に関係するスポーツの動作で
は，その基本的な運動から高度な技術に至る迄，その目的に合った効率の高い
動作が一層望まれている。
　剣道に関しても，竹刀を持って相手を打つ突くの基本動作から高度な対人的
応用技能に至るまで，相手を有効に打突すると云う目的にそって動作が形成さ
れる事が望ましいわけであるが剣道の有効な運動形態としては，並進運動，回
転運動を主とした傾向にある事が理解された。
　当測定は，剣道の打撃動作に対する運動形態を移動距離の面からのみ分析を
したのであるが運動形態の1部の考察に過ぎない。従って，今後は一層，詳細
に追求するつもりである。
　尚，測定及び考察に関し，東京教育大学・坪井三郎助教授の御指導，御校正
を賜ったことを感謝する次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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